
872

哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
†
六
號

　
是
れ
著
者
自
身
が
特
に
償
簸
の
問
題
に
興
味
を
配
せ
る
に
基
づ
け
る
も
の
で

≠
あ
ら
う
。
　
又
難
語
學
者
に
封
ず
る
批
評
に
つ
き
て
も
精
粗
貞
ら
日
な
ら
ず
、

　
例
へ
ば
グ
ン
ト
に
封
し
て
は
筋
々
に
批
評
を
加
へ
、
噛
始
め
よ
り
評
論
を
目
的

　
と
し
て
筆
・
を
探
り
し
に
あ
ら
ず
や
と
思
は
れ
る
程
な
る
に
ギ
ユ
ヨ
篭
．
二
一

　
チ
エ
等
に
封
し
て
は
簡
箪
に
囲
二
二
に
評
し
去
る
に
止
め
て
み
る
。
　
兎
に
角

　
愚
説
の
霊
告
と
、
其
の
批
評
と
が
交
互
に
錯
綜
し
、
其
の
問
に
自
ら
著
者
自

　
身
の
立
揚
を
鍔
撮
ぜ
し
む
る
所
は
本
書
の
長
所
で
あ
る
と
共
に
又
曝
者
の
劉

　
臨
力
に
課
せ
ら
れ
た
重
い
負
婚
で
あ
る
。

　
　
欝
課
丈
に
つ
い
て
一
言
を
珈
へ
た
い
。
凡
そ
逐
字
的
に
諜
す
れ
ば
生
硬
な

　
糠
課
無
調
と
な
り
、
霞
由
に
課
す
れ
ば
原
著
の
巌
密
性
が
失
は
載
る
、
其
の

何
れ
を
解
る
べ
き
か
は
一
概
に
論
ず
べ
き
で
は
な
い
が
、
余
自
身
と
し
て
は
、

　
丈
聖
書
の
如
‘
、
主
と
し
て
情
感
に
訴
ふ
る
も
の
の
外
は
な
る
べ
く
平
易
な

　
邦
語
に
蕪
円
き
、
薦
凹
の
多
い
墨
字
課
よ
り
も
、
．
自
由
な
課
し
方
を
…
選
び
、
邦

　
丈
で
あ
り
な
が
ら
其
の
意
を
解
す
る
に
苦
し
む
や
う
な
こ
と
の
な
い
こ
と
と

　
し
た
い
。
本
書
は
併
し
返
字
課
で
あ
る
。
南
蛮
人
な
る
が
故
に
從
っ
て
難
解

　
に
今
日
息
の
工
夫
を
と
思
ば
る
」
節
が
極
め
て
多
い
。
　
合
巻
を
通
じ
て
ベ
ル

　
グ
ソ
ン
の
部
分
が
比
較
的
最
も
手
際
よ
く
、
同
じ
遽
宇
謬
を
取
る
と
す
る
も
、

　
あ
の
調
子
で
酋
長
一
貫
せ
ら
轟
た
ら
、
論
者
の
無
釜
の
勢
力
を
如
何
ば
か
り

　
輕
減
す
る
で
あ
ら
う
と
、
邉
慷
に
堪
え
な
い
。
　
課
語
の
不
遽
盤
な
る
も
の
亦

　
少
く
な
い
。
　
例
へ
ば
ブ
雇
ト
ル
了
の
部
に
捨
て
①
ρ
瞬
ぐ
費
ざ
ロ
。
①
を
「
等
位
」

　
（
同
一
三
二
頁
）
と
課
し
同
じ
頁
に
於
て
同
じ
語
を
再
び
「
鋤
當
」
と
諜
し
て
ゐ

　
る
が
、
こ
れ
寧
ろ
等
偵
又
は
等
蹴
と
す
べ
き
で
、
ブ
ー
ト
ル
ー
の
哲
學
を
解

　
す
る
上
に
於
て
最
も
大
切
な
此
の
語
の
如
き
は
わ
け
も
な
く
「
等
位
」
。
「
封

　
位
」
等
と
種
々
に
諜
さ
る
べ
き
で
な
か
ら
う
。
ド
ウ
、
フ
リ
ー
ス
の
「
遷
化
の

一
二
八

設
」
（
岡
＝
二
四
頁
）
は
画
よ
り
「
突
然
憂
異
の
説
」
と
改
む
べ
き
で
、
生
物

言
上
臣
8
蔓
。
㎞
鑓
暮
葺
。
口
と
言
へ
ば
現
今
特
に
「
突
然
攣
異
父
」
を
指
す

の
で
あ
る
。
　
一
六
〇
頁
の
㍊
畳
論
者
（
く
於
5
巴
日
工
）
動
力
論
者
（
筥
0
8
凱
み
）

あ
る
は
「
親
畳
典
形
の
入
」
「
群
動
典
型
の
人
」
の
誤
り
で
あ
る
。
其
の
他
「
唯

外
見
上
・
…
」
（
○
μ
一
団
　
蟄
悔
喝
ρ
H
Φ
昌
捗
一
団
　
・
…
）
と
誰
す
べ
き
を
、
唯
「
明
ら
か
に

：
：
」
と
し
（
同
一
二
八
頁
）
之
が
爲
に
前
後
の
交
脈
を
観
し
た
如
き
不
規
窓

の
誤
謬
も
時
々
獲
見
せ
ら
れ
る
。
　
併
し
余
は
鼓
に
謬
者
の
鹸
顯
を
指
摘
す
る

を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
以
上
の
｝
こ
の
例
に
よ
っ
て
認
養
の
注

意
を
喚
与
す
る
に
止
め
て
羅
か
う
。
　
余
と
錐
も
醗
課
の
事
業
の
如
何
に
困
難

な
る
か
を
知
っ
て
み
る
、
從
っ
て
此
の
好
著
を
我
淋
讃
書
案
に
紹
介
せ
ら
れ

た
課
巻
の
勢
力
に
封
し
て
深
大
の
感
謝
を
撞
ぐ
る
に
聖
な
る
も
の
で
な
い
。

概
か
る
不
楡
快
な
例
を
早
り
た
の
は
、
再
版
た
際
し
、
今
一
鷹
全
部
を
閲
誠
す

る
の
勢
を
取
ら
れ
、
不
通
當
な
る
蜜
語
を
改
め
ら
れ
ん
こ
と
を
課
者
に
望
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
念
に
過
ぎ
な
い
。
同
時
に
乱
発
（
影
。
・
妄
信
）
（
八
○
頁
）
曝
し
得
な
い
（
o
艶
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
O
び
ぎ
く
O
）
（
八
七
頁
）
意
巾
に
（
ぎ
夢
O
熱
唱
）
（
九
四
頁
）
輕
瞼
の
封
象
Q
げ
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

o
o
】
ぎ
笛
。
切
o
h
Φ
図
娼
Φ
法
Φ
誉
◎
㊦
ロ
。
）
（
｝
六
三
頁
）
陸
掘
的
（
℃
ゆ
訟
常
器
δ
）
（
こ
○
八

頁
）
と
い
ふ
が
如
慧
全
丈
の
意
味
を
誤
ら
し
む
る
の
恐
れ
あ
る
誤
植
を
嚴
密

に
訂
正
せ
ら
れ
た
ら
、
哲
學
的
氣
蓮
の
勃
興
し
つ
エ
あ
る
今
日
本
書
は
必
ず

忠
爽
な
る
多
激
需
品
の
歎
迎
を
避
く
る
に
な
る
で
あ
ら
う
。
（
書
債
｝
圓
五
十

銭
、
東
京
京
橋
擾
目
黒
書
店
雑
誌
×
篠
原
助
市
）

篭
魯
チ
エ
書
簡
集

和
辻
哲
郎
課

　
近
耳
当
に
勢
を
加
へ
て
來
た
ト
ル
ス
ト
イ
熱
勢
の
流
行
と
相
並
ん
で
、
之

と
殆
ん
ど
封
角
線
的
の
封
立
を
な
す
二
！
チ
ヱ
の
思
想
の
、
我
思
想
界
の
一
部



　
　
に
於
て
五
常
に
賞
讃
せ
ら
れ
、
之
に
課
す
る
課
藩
の
相
踵
で
公
に
せ
ら
る
為

　
　
の
は
、
敷
迎
す
べ
き
事
實
と
云
5
3
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
蓋
し
路
ー
チ
エ
は

　
　
從
來
屡
々
誤
解
せ
ら
れ
た
や
う
に
軍
な
る
d
Φ
陛
O
巳
。
陰
諺
　
を
説
い
た
一
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
ー
ゼ
y

　
　
無
人
で
は
な
い
。
跳
ハ
の
所
謂
「
超
人
」
の
教
訟
の
、
人
間
の
本
性
に
封
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ル
ツ
ワ
じ
ル

　
　
眞
塑
な
る
喰
敬
と
、
「
文
化
」
の
理
和
心
に
糾
す
る
張
い
憧
憬
に
燃
え
・
居
る
濾

　
　
教
徒
的
獅
チ
吼
な
る
の
事
魔
は
暫
く
云
は
ず
、
之
を
彼
の
人
梅
に
見
る
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
タ
イ
ル

　
　
彼
は
「
人
問
愛
」
に
織
す
る
分
け
葡
を
豊
か
に
湛
え
た
一
個
懐
か
し
い
ハ
」

　
　
ト
の
人
で
あ
っ
た
。
事
序
彼
は
共
の
教
説
に
於
て
彼
の
所
謂
卑
弱
な
る
人
問

　
　
愛
を
趣
端
に
排
斥
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
其
の
心
驚
の
底
深
く
植
え
付
け
ら
れ

　
　
た
愛
の
本
能
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
來
な
か
っ
た
。
　
こ
の
事
は
之
を
彼
の
學

　
　
説
と
醐
賊
し
て
如
何
に
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
。
或
は
之
を
以
て
患
想
家

　
　
に
あ
り
勝
ち
な
画
才
鮒
入
格
の
背
反
と
し
て
無
難
作
に
片
付
け
て
し
ま
う
べ

　
　
き
で
あ
る
か
、
將
ま
た
彼
が
こ
の
己
み
難
い
人
間
の
愛
の
婁
求
を
人
一
倍
に

　
　
感
じ
つ
、
も
能
く
之
を
征
服
し
て
一
歩
高
い
別
境
地
に
超
憂
し
た
る
澱
に
於

　
　
て
彼
の
偉
大
を
認
む
べ
き
か
、
之
等
の
考
察
は
暫
く
融
く
。
　
兎
に
角
番
が
そ

　
　
の
入
格
に
於
て
決
し
て
一
の
野
獣
に
あ
ら
ず
、
吾
等
と
一
語
に
生
々
し
い
ハ

　
　
書
ト
を
持
つ
た
人
で
あ
っ
た
一
事
は
、
吾
等
を
し
て
一
暦
彼
の
教
設
に
親
ま

　
　
し
む
る
に
十
分
で
あ
る
。
－
i
而
し
て
此
の
黙
に
關
し
て
最
峯
吾
人
を
啓
朔

　
　
す
る
と
こ
ろ
あ
る
も
の
は
彼
の
そ
の
母
と
妹
と
に
與
へ
た
書
簡
に
過
ぐ
る
も

　
　
の
は
な
い
。

　
　
　
二
巴
チ
艶
書
飾
醐
集
の
勇
者
・
和
辻
哲
郎
氏
は
さ
き
に
「
ニ
ー
チ
潔
研
究
」
の
大

　
　
著
を
公
に
し
て
乱
一
瓢
ア
研
究
者
と
し
戸
．
翔
雷
の
名
聲
を
な
し
た
る
の
人
、

　
　
今
ま
た
ド
，
㍑
二
　
b
’
ご
　
ン
ざ
C
し
吟
O
け
霧
ご
h
帥
鑑
。
即
養
ピ
づ
曇
霞
¢
σ
伽
㏄
o
げ
〆
’
．
霧
3
炉

鵬
の
中
か
ら
殊
に
興
昧
あ
る
書
簡
二
字
‡
轟
（
尊
簡
五
重
麺
）
姦
葦

彙

報

縦…

ﾛ
し
、
之
に
諸
所
「
彼
の
生
活
…
凶
展
を
際
立
た
せ
る
と
信
ず
る
程
度
」
で

簡
m
単
な
説
塑
を
加
へ
て
こ
の
一
書
を
な
す
。
　
吾
人
は
二
者
が
昌
ー
チ
エ
紹
介

請
メ
し
・
の
勢
多
ま
，
る
と
共
に
、
蓮
者
と
し
て
の
・
丁
霊
の
外
更
に

「
人
…
囲
」
と
し
て
の
二
i
チ
x
を
知
ら
ん
と
す
る
人
々
に
亡
し
て
是
非
此
の
書

の
一
壷
を
懲
慨
す
る
所
で
あ
る
。
但
し
牧
む
る
と
こ
ろ
の
書
簡
は
も
と
よ
り

す
べ
て
其
時
々
の
必
要
に
権
じ
て
書
か
れ
た
私
信
で
あ
る
か
ら
、
我
々
か

ら
見
て
薫
り
興
味
を
引
か
な
い
、
叉
時
と
し
て
了
解
す
る
こ
と
の
山
群
な
口

舌
の
竣
塵
に
よ
っ
て
充
さ
れ
て
居
る
と
こ
ろ
も
少
く
な
い
が
、
然
し
そ
の
悶

を
麺
じ
て
赤
裸
々
な
晶
ー
チ
ヱ
の
俗
ら
ざ
る
姿
が
躍
加
と
し
て
紙
i
に
現
は

れ
て
居
り
、
或
る
慧
昧
に
於
て
そ
の
傳
紀
的
抑
揚
を
鮫
漉
せ
る
鮎
が
却
っ
て

彼
の
内
的
生
活
の
輔
向
に
写
る
」
に
多
大
の
便
穴
を
提
供
す
る
所
あ
る
は
璽

は
れ
な
い
。
殊
に
一
誠
伶
私
に
深
い
印
象
を
残
し
た
も
の
は
彼
が
終
生
愛
ら

な
か
っ
た
妹
エ
ー
ー
ザ
ペ
ス
、
エ
ー
チ
エ
に
鋼
す
る
愛
、
並
び
K
彼
が
殆
ん
ど
後

牛
猛
の
全
膿
を
雛
げ
て
職
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
病
崩
苦
麟
の
歴
史
で

あ
る
。
蝕
に
私
口
轡
〔
に
わ
が
偉
人
昌
ー
チ
ヱ
の
血
と
涙
と
を
見
た
。
両
し
て

彼
が
萢
個
病
溺
多
感
の
身
を
以
っ
て
し
ア
よ
く
此
等
¢
鰺
ま
し
い
試
練
に
描

へ
、
最
後
に
か
の
雄
々
し
い
け
高
い
「
起
人
」
の
三
門
を
斑
孚
げ
得
た
る
の
一

事
を
旧
仙
ふ
て
は
ニ
ー
チ
ェ
め
學
説
に
臥
し
て
一
層
の
讃
美
と
崇
敬
と
を
拗
は

ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
此
の
馨
が
謙
者
r
於
て
そ
の
人
を
得
た
る
の
一
鰯
は
今
更
云
ふ
ま
で
も
な

い
。
た
穿
張
て
私
の
注
丈
を
云
へ
ば
あ
の
か
（
、
り
に
直
課
的
な
口
調
を
今
少

し
（
何
と
か
し
て
貰
ひ
た
か
っ
た
。
一
こ
の
事
は
重
要
も
意
識
し
ま
た
そ

の
「
猫
逸
の
交
舐
を
川
旧
る
だ
け
蕉
か
さ
う
し
と
し
た
顯
慮
か
ら
來
た
と
僻

っ
て
屠
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。
（
東
京
市
紳
田
湿
南
紳
保
町
十
六
番

＝
一
九
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哲
學
研
究
　
第
＋
六
號

地
岩
波
書
応
獲
行
。
四
六
版
五
四
一
責
。
定
債
一
三
五
＋
鏡
×
高
義
智
海
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

現
代
に
於
け
る
理
想
主
義
の
哲
…
学

論
辮
學
奥
義

轟
イ
チ
エ
轡
簡
集

美
學
療
論

此
許
博
士

交
學
士

交
嬢
士

交
學
士

西
田
幾
多
郎
著

今
瀦
　
　
忽
著

和
辻
　
哲
郎
課

大
西
　
克
醜
著

不岩賓弘
ゆに

藁馨丈逃
ガの

房店館館・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

哲
學
難
誌
、
思
潮
、
丁
酉
倫
理
會
講
演
集
、
心
理
研
究
、
六
合
雑
誌
、
密
宗

學
報
、
東
洋
哲
學
、
東
距
之
光
、
早
稻
田
交
學
、
學
校
…
教
嚢
、
教
育
、
内
外

…
歌
育
評
講
、
讐
泌
教
育
．
小
學
研
究
、
敏
称
研
究
、
敏
育
學
術
界
、
教
育
界
、

教
育
時
論
、
東
京
教
育
、
京
都
教
育
時
報
、
兵
庫
教
育
．
奈
良
縣
敏
育
、
静

岡
縣
教
育
、
佐
賀
縣
敦
育
會
難
諒
、
岐
阜
縣
教
育
、
三
重
敏
育
、
愛
知
教
育

雑
誌
、
長
簸
縣
教
育
魯
雑
誌
、
都
寮
教
育
、
信
濃
教
育
、
佐
賀
縣
敏
育
、
藝

備
教
育
、
宮
城
教
鳶
、
愛
嬢
山
育
、

野鶴號前
、

ダ
ヤ
！
ナ
ン
ダ
の
思
想
：
：
：
：
：
：
：

感
情
に
上
す
る
諸
問
題
・
：
：
：
：
：
：

融
會
の
幽
門
と
部
分
・
：
：
・
：
・
：
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